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今日の内容

１．共生の視点を法的な面から
（小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編）

２．各領域での運動が苦手な児童への配慮の例
３．体育科の授業として



今日の内容

１．共生の視点を法的な面から
（小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編）
２．各領域での運動が苦手な児童への配慮の例
３．体育科の授業として



障害者の権利に関する条約第２４条
２００６年に国連総会で採択 日本は２００７年署名 ２０１４年批准

1 締約国は、教育についての障害者の権利を認める。締
約国は、この権利を差別なしに、かつ、機会の均等を基
礎として実現するため、次のことを目的とするあらゆる
段階における障害者を包容する教育制度及び生涯学習を
確保する。（後略）
2 締約国は、1の権利の実現に当たり、次のことを確保
する。
（a） 障害者が障害を理由として教育制度一般から排除
されないこと及び障害のある児童が障害を理由として無
償のかつ義務的な初等教育から又は中等教育から排除さ
れないこと。（後略）



障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律
（障害者差別解消法第７条の２）

行政機関等は、その事務又は事業を行うに当たり、障害者
から現に社会的障壁の除去を必要としている旨の意思の表
明があった場合において、その実施に伴う負担が過重でな
いときは、障害者の権利利益を侵害することとならないよ
う、当該障害者の性別、年齢及び障害の状態に応じて、社
会的障壁の除去の実施について必要かつ合理的な配慮をし
なければならない。

合理的配慮の基本的な考え方

合理的配慮の提供に当たっては、建設的対話を通じて相互
理解を深め、共に対応案を検討していくことが重要



合理的配慮の提供～障害の捉え方～

○障害の「社会モデル」の考え方の理解

障害の「社会モデル」とは、
障害のある人が日常生活または社会生活で受ける様々な制
限は、障害のある人の心身機能の障害のみが原因なのでは
なく、社会的障壁との相互作用によって生じるものである
という考え方

障害の「社会モデル」の考えの下、
全ての教師が、環境整備の重要性を認識し、
特別支援教育に関する理解を深めることが必要



合理的配慮を考える



第3期スポーツ基本計画（概要版）（Ｒ４～Ｒ８）

スポーツに「誰もがアクセスできる」
性別や年齢、障害、経済・地域事情等の
違い等によって、スポーツの取組に差が
生じない社会を実現し、機運を醸成。



第3期スポーツ基本計画（概要版）（Ｒ４～Ｒ８）

スポーツを通じた共生社会の実現



徳島県教育振興計画 第４期 （Ｒ５～Ｒ８）

「誰もがスポーツに親しみ、参加できる機会の創出」
人生１００年時代の到来に向けて、年齢、性別、障が
いの有無に関わらず、誰もがスポーツに親しみ、継続

して取り組むことができる機会を創出



学習指導要領体育科・保健体育科の目標「柱書」



小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編ｐ８

（２）体育科改定の要点
③ 運動やスポーツとの多様な関わり方を
重視する観点から、体力や技能の程度、年
齢や性別及び障害の有無等にかかわらず、
運動やスポーツの多様な楽しみ方を共有す
ることができるよう指導内容の充実を図る
こと。その際、共生の視点を重視して改善
を図ること。



小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編ｐ11

ウ 内容及び内容の取扱いの改善
(ウ) 運動やスポーツとの多様な関わりを重視した内容の改善
豊かなスポーツライフの実現を重視し、スポーツとの多様

な関わり方を楽しむことができるようにする観点から、体力
や技能の程度、年齢や性別及び障害の有無等にかかわらず、
運動やスポーツの多様な楽しみ方や関わり方を共有すること
ができるよう、共生の視点を踏まえて指導内容を示すことと
した。



体育における共生の視点

体力や技能の程度、年齢や性別及
び障害の有無等にかかわらず、誰
もが運動やスポーツを楽しめるよ
うに配慮すること。



指導計画の作成と内容の取扱い

（６） 障害のある児童などについては、学習活動を行う場合に生
じる困難さに応じた指導内容や指導方法の工夫を計画的、組織的に
行うこと。

障害のある児童などの指導に当たっては、個々の児童によって、見えにくさ、聞こえにく
さ、道具の操作の困難さ、移動上の制約、健康面や安全面での制約、発音のしにくさ、心
理的な不安定、人間関係形成の困難さ、読み書きや計算等の困難さ、注意の集中を持続す
ることが苦手であることなど、学習活動を行う場合に生じる困難さが異なることに留意し、
個々の児童の困難さに応じた指導内容や指導方法を工夫することを、各教科等において示
している。

小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編ｐ１６５



指導計画の作成と内容の取扱い

運動領域の指導

活動の場や用具、補助の仕方に配慮するなど、困難さに応じた
手立てを講じる

その際、体育科の目標や内容の趣旨、学習活動のねらいを踏ま
え、学習内容の変更や学習活動の代替を安易に行うことがない
よう留意するとともに、児童の学習負担や心理面にも配慮する
必要がある。

小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編ｐ１６５



今日の内容

１．共生の視点を法的な面から
（小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編）
２．各領域での運動が苦手な児童への配慮の例
３．体育科の授業として



令和４年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査学校質問用紙の調査結果



体育の授業を行う上での悩み

・運動が苦手な児童への対応
・個に応じた指導
・評価の方法
・器械運動系の指導
・水泳運動系の指導
・表現運動系の指導
・障害のある児童への対応



マットを使った運動遊び・マット運動での困り感の例

○後ろ転がりの途中で止まってしまう…
○回るとき首が痛そうで怖い…
○逆立ちで体を支えることが難しい…
○側方倒立回転の足が上がらない…



鉄棒を使った運動遊び・鉄棒運動での困り感の例

○鉄棒にお腹が当たって痛い…
○頭を下げることが難しい
（ふとん干し、易しい回転など）…

○ツバメ（体を伸ばし手で支えバランス
をとって止まる）で止まれない…

○逆上がりの時の足が上がらない…
○逆上がりの時のおへそが鉄棒に近づかない…



跳び箱を使った運動遊び・跳び箱運動での困り感の例

○開脚跳びで跳び箱の前でスピードをゆるめてしまう…
○台上前転は怖くて回れない…
○抱え込み跳びで跳び箱につまずいてこけそう…



マットを使った運動遊び・マット運動での配慮の例
（小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編）

前や後ろへ転がる（前転、後転）

首を痛めないよう

体を支える（腕支持）

・・・ゆりかごなどの体を揺らす動き

・・・傾斜を利用して回転に勢いをつける

・・・回り始めの腰の位置を高くして回転に

勢いをつける

・・・背中を丸めて、おへそを見る

・・・手は頭の横 マットを押す

・・・かえるの逆立ち かえるの足打ち

・・・肋木を使って逆立ち

・・・川跳び



側方倒立回転

倒立前転

・・・壁登り逆立ち 支持での川跳び

・・・ゴムを張って足が当たるように

・・・腰の部分を補助して回転しやすく

・・・壁倒立

・・・台の上に足を置き、逆さの姿勢から前転

・・・壁登り逆立ちから補助を受けながら前転

マットを使った運動遊び・マット運動での配慮の例
（小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編）



手足の向き（側方倒立回転 手形 足形）



マットを使った運動遊び・マット運動で障害の有無にかかわらず
共に学ぶための指導の工夫

○見えにくさを聴覚や触覚で補いながら共に学ぶ活動
「手つなぎ前転」「腕組み前転」

○聞こえにくさを視覚情報で補いながら共に学ぶ活動
ＩＣＴ機器を利用してお手本動画を提示するだけで

なく、技のポイントや活動するうえでの留意事項など
を文字情報としてテロップに流すことは、聞こえる児
童への注意喚起にもつながるため、クラス全体に有益
な事前準備となる



鉄棒を使った運動遊び・鉄棒運動での配慮の例
（小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編）

体を揺らす

ツバメ

・・・両肩を支え補助しながらふとん干しの状態に

・・・腕や頭を動かして反動をつける

・・・補助を受けて体を軽く揺らす

揺れるための体の動かし方が身に付くように

・・・両肩を支え補助

・・・伸ばす部位を助言

・・・目線の先を示す



鉄棒を使った運動遊び・鉄棒運動での配慮の例
（小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編）

跳び上がり

前回り下り

逆上がり

・・・台などを設置して、支持や跳び上がりなどを

行いやすいように

・・・ふとん干しで体を揺らす

・・・前に回るときに両肩を補助し、安心感を

・・・体を鉄棒に引きつける運動

・・・補助や補助具を利用して足を振り上げながら後方回転

をしたりして、体を上昇させながら鉄棒に引きつけ

回転する
タオル

柔道の帯



跳び箱を使った運動遊び・跳び箱運動での配慮の例
（小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編）

開脚跳び ・・・マットを重ねた上に跳び箱１段を置いて、手

をつきやすく、跳び越しやすく

・・・かえる跳びや馬跳びなどで感覚つくり

・・・着地側に指導者が補助として立ち、両肩を支

えながら着地させる（安心感）

・・・踏み切る位置を高くする

・・・跳び箱の両側及び上にマットをしき、おしり

が痛くないよう



かかえ込み跳び ・・・マットを数枚重ねた場を設置して、手を着き

やすくしたり、跳び越しやすくしたり、体育

館のステージに向かって跳び乗ったりする

・・・うさぎ跳びで感覚つくり

・・・着地のマットをセーフティマット

・・・１，２段程度の高さから

跳び箱を使った運動遊び・跳び箱運動での配慮の例
（小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編）



台上前転 ・・・マットを数枚重ねた場で前転

・・・マット上にテープなどで跳び箱と同じ幅にラインを引いて、速さ

のある前転

・・・真っ直ぐ回転する前転

・・・腰を上げて回転する動き

・・・踏み切る場所を高く

・・・跳び箱の両側及び上にマットをしき、落ちても痛くない状態で

・・・着地のマットをセーフティマット

跳び箱を使った運動遊び・跳び箱運動での配慮の例
（小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編）



水泳運動系での困り感の例

○顔に水をつけることが苦手…
○水中で息を吐くことが苦手…
○水中で体が沈んでしまう…
○横向きの息継ぎが難しい…



水遊び・水泳運動での配慮の例
（小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編）

顔に水をつけること ・・・少しずつ顔に水がかかるようにシャワーを

浴びる

・・・顎→口→鼻→目へと徐々に水をつける部分

を増やす

・・・顔に水をかけて、すぐに手で拭い取る

・・・足元を見ながら、シャワーを浴びる

シャワーを浴びながら呼吸を覚える

シャワーで、口の中に入った水を出す練習

をする



水中で息を吐くこと ・・・手の平にすくった水を吹き飛ばす

水面に浮いたものを吐いた息で移動させる

（ピンポン球等）

・・・口まで、鼻まで水につけて息を吐く

・・・鼻から息を吐く（語尾が「ん」の名詞を言いながら

水中に潜る ○○○○○ん）

水遊び・水泳運動での配慮の例
（小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編）



水中で体（足）
が沈む

・・・息を大きく吸って止める

顎を引いて頭を水の中につける

無駄な力を抜いて体を真っ直ぐにする

・・・くらげ浮き、伏し浮き、大の字浮き

・・・ヘルパー、サポートキック

水遊び・水泳運動での配慮の例
（小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編）



横向きの息継ぎが
難しい

・・・歩きながら息継ぎ

・・・へそを見るようにして顎を引き、耳まで浸かって

息継ぎをする

・・・プールサイドに片手でつかまり、呼吸する側と反

対の腕に耳を着けクロール

・・・ビート板を使ってクロール

・・・耳を腕につけた状態で、水面から少し口が出てい

れば呼吸ができる

水遊び・水泳運動での配慮の例
（小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編）



水遊び・水泳運動で障害の有無にかかわらず共に学ぶための指導の工夫

肢体不自由の児童
の水泳学習

・・・一人で浮くのが難しい

○様々な補助具で浮遊感を楽しむ

浮き輪、ライフジャケット、プールヌードル

○バディが押して進む体験

進む楽しさ

フロート、ボディボード



表現運動系での困り感の例

○動きを真似することが難しい…
○動き方がわからない…



表現リズム遊び・表現運動での配慮の例
（小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編）

動きを真似すること
が難しい

・・・身体接触型から非接触型へ

・・・座位模倣から立位模倣へ

・・・左右対称模倣から非対称模倣へ

・・・正中線を越えない模倣から越える模倣へ

・・・静止姿勢の模倣から連続動作の模倣へ

・・・オノマトペ「グルグル ピタッ」



動き方がわからない・・・「体ほぐしの運動」を取り入れる

新聞紙を使った体ほぐし

・・・具体的な動きを示し、バリエーションを

増やす

跳ぶ、回る、ねじる、這う、素早く走る

・・・言葉かけ（心情面、動きの面）で児童に

自信をもたせる

表現リズム遊び・表現運動での配慮の例
（小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編）



題材の特徴を捉えて
踊ることが難しい

・・・ねじったり回ったり、跳んだり転がった

りして全身の動きで特徴を捉えている友

達の動きを見合い、真似をする

表現リズム遊び・表現運動での配慮の例
（小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編）



ソーシャルスキル

勝ち負けへの
こだわりが強い

勝ち負けへの経験不足

・・・予想されるトラブルについて話し合い、事前に対

処法を決めておく（じゃんけん、やりなおし）

・・・勝ち負けとは別の視点をもつ

（記録向上への貢献、声かけ、動き）

・・・活動の見通しを立ててから活動させたり、勝った

ときや負けたときの表現の仕方を事前に確認したり

個別の指導計画に記載し、引き継ぐ



ソーシャルスキル
動き方がわからず
ゲームに消極的

失敗するかも
友達に責められる

・・・人の動きをまねする

・・・動きの必要性や効果を説明し、図や絵で視覚的に

理解

正しい動きを知る

練習する（ボール運動で人数や状況を再現）

振り返り（肯定的な言葉かけ）



今日の内容

１．共生の視点を法的な面から
（小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編）

２．各領域での運動が苦手な児童への配慮の例
３．体育科の授業として



体育科の授業として

運動の特性を踏まえて

自己の課題を見付ける

・・・例：高学年 ボール運動「ベースボール型」

ボールを持つ攻撃と隊形をとった守備によって、

簡易化されたゲームをして、集団対集団などの攻

防によって競い合う楽しさや喜びを味わうことが

できる運動

・・・自己の能力に適した課題

（がんばればできそう）



体育科の授業として

運動に意欲的でない子
への配慮

場や用具、ルール
人数の工夫

指導と評価の一体化

・・・活動の場や用具、補助の仕方に配慮

困難さに応じた手立て

・・・すべての子が運動の特性に触れることができる

よう

・・・目標ー活動ー評価が関連付いているか（一貫性）



体育科の授業として

主体的

対話的

深い学び

・・・運動や健康についての興味や関心を高め、課題の解決に向け

て自ら粘り強く取り組み、考察するとともに学習を振り返り、

課題を修正したり新たな課題を設定したりするなどの主体的

な学び

・・・他者（書物等を含む）との対話を通して、自己の思考を広げ

たり深めたりするなどの対話的な学び

・・・自己の運動や健康についての課題を見付け、解決に向けて試

行錯誤を重ねながら、思考を深め、よりよく解決するなどの

深い学び 小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編 ｐ１５



体育科の授業として

体育の見方・考え方 ・・・生涯にわたる豊かなスポーツライフを実現する

観点を踏まえ、「運動やスポーツを、その価値

や特性に着目して、楽しさや喜びとともに体力

の向上に果たす役割の観点から捉え、自己の適

性等に応じた『する・見る・支える・知る』の

多様な関わり方と関連付けること

小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編 ｐ１８



体育科の授業として

教育課程部会における審議のまとめ（令和３年１月２５日）（参考資料）



最後に

体育の授業を通して、運動を苦手と感じている児童や、障がいのある児童も

「よく動けた」

「みんなと協力できた」

「できるようになった」

「わかった」を積み重ね

楽しく身に付く体育

豊かなスポーツライフの実現



参考資料

「気になる子の体育 つまずきBOOK 授業で生かせる実例５２

監修：阿部利彦 編著：清水由・川上康則・小島哲夫」


